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4.噴出物中には本質物質は含まれてい粗い.また

粘土鉱物が多く検出された.

5.ニノ池の北縁に路東西に並ぶ小規模な火口跡が配

列しており過去に今回のような水蒸気爆発がおこ

った可能性はないわけではない.山頂部火口周辺

の地質調査が必要であろう､

御岳火山は｢ノｰマｰク｣火山の1つであった.

しかし｢ノｰマｰク｣で地質調査さえ行われていない

火山も少なくない.地質情報の空白な火山をなくす

とともに人員･費用のそれほどかからない監視システ

ムの研究も必要であろう.

以上地質学的な面から今回の噴火についてまとめた.

緊急調査は先に述べたように気象庁その他の機関に

よる地球物理学･測地学および地球化学的調査･観測が

実施された.ここではまったく触れ次かったがそれ

らの速報は11月19回開催された火山噴火予知連絡会在

京幹事会で報告されている.
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